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はじめに 

 

アドテックエンジニアリングは、FAシステムメーカーとして設計・生産・サービスの全て

の企業活動を通じて環境への負荷の低減に努めています。 

 

当社では、従来より、環境配慮型製品への転換、法規制の順守等の取り組みを実施していま

すが、昨今高まりを見せるSDGs（Sustainable Development Goals、持続可能な開発目標）

への貢献も鑑み、この度、グリーン調達基準を制定することとしました。 

この基準により国内及び海外法規制に対応し、製品含有化学物質の管理を行います。 

 

当社は、「グリーン調達」を積極的に推進して参りますが、これには当社のみならず、 

取引先様各位のご協力を得た総合的な取り組みが必要となります。取引先様のご理解、ご協

力を賜りたく、お願い申し上げます。 
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１．グリーン調達の目的 

アドテックエンジニアリングは、環境保全活動の維持・向上を進めることにより、地球・

社会・顧客の要望に配慮・対応した事業活動を通じて社会的責任を果たすという環境基本

方針の下に、資材の購買活動に対する指針として「グリーン調達基準」を作成しました。

今後、この基準に適合した資材の調達を推進していきます。取引先様と共同でグリーン調

達を推進して行きますので、ご理解・ご協力をお願いします。 

 

２．適用範囲 

（１）アドテックエンジニアリングの製品を構成する資材〔部品、半製品（組立品、ユニッ

ト品）、原材料、包装材料、取扱説明書〕を適用対象とします。 

（２）製造工程中で、製品構成資材に直接接触するもの、あるいは洗浄等で使用され資材 

   に残留する可能性のある物質も同様な扱いとします。 

 

３．アドテック・グリーン調達の概要 

アドテック・グリーン調達は下図に基づき運用いたします。 
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アドテックエンジニアリング 取引先様

【環境取り組み調査】

アドテック・グリーン調達基準の順守
品質保証・環境保全協定書の締結（新規取引先様）
グリーン調達基準確認書の提出（既存取引先様）

環境状況の確認
環境管理システム構築状況の回答

工場審査／特殊工程監査診断チェックシートの回答

化学物質管理状況の調査 環境影響調査票の提出

【資材に関する調査】

含有化学物質情報の調査 製品・部材に含まれる有害化学物質の不使用証明書の提出

　※化学物質管理基準

　　：欧州RoHS指令
　　：POPs条約第11回締約国会議_廃絶決定物質の規制

①提示

②締結／提出

①確認

②回答

①調査

②提出

①調査

②提出
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４．グリーン調達基準の実施要領 

４－１．環境取り組み調査 

（１）アドテック・グリーン調達基準の順守 

新規の取引先様には、品質保証・環境保全協定書の締結を持ってグリーン調達基準を

順守頂きます。既存の取引先様には、「アドテック・グリーン調達基準確認書」（付表

１）の提出をお願い致します。 

 

【品質保証・環境保全協定書 有害物質管理条項】 

契約書名称 条項 内容 

品質保証・環境保

全協定書 

第２１条 

グリーン調達基

準の順守 

乙は、甲の制定するグリーン調達基準を順守す

るものとする。 

 

 

（２）環境状況の確認 

取引開始時に、環境管理システム（ISO14001、エコアクション 21 等）の構築状況

を確認致します。また、工場監査や「工場審査チェックシート」（添付資料１）、「特

殊工程監査診断チェックシート」（添付資料２）等の回答を通じて、品質管理体制と

併せ環境管理体制に関する取引先様の評価を行います。これらの確認／評価は、不適

合などの問題発生時にも行う場合があります。 

 

（３）化学物質管理状況の調査 

特定顧客の要請があった場合に、化学物質管理状況を調査し、「環境影響調査票」（添

付資料３-１、３-２）を提出頂きます。結果、使用禁止物質の混入・汚染の恐れがあ

る場合、混入・汚染防止の管理状況を確認させて頂きます。 

 

●環境取り組み調査まとめ 

 実施項目 実施内容 実施時期 

(１) アドテック・グリーン

調達基準の順守 

品質保証・環境保全協定書の締結 

（新規取引先様） 

取引開始時 

 

グリーン調達基準確認書の提出（既

存取引先様） 

グリーン調達基準制定

時 

(２) 環境状況の確認 環境管理システム構築状況の回答 取引開始時／必要時 

工場審査チェックシート／特殊工

程監査診断チェックシートの回答 

取引開始時／必要時 

(３) 化学物質管理状況の

調査 

環境影響調査票の提出 特定顧客要請時 
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４－２．資材に関する調査 
（１）化学物質管理基準 

当社の化学物質管理基準は、欧州 RoHS 指令です。欧州 RoHS 指令に準拠した材料・部

品の調達を進めます。また、ストックホルム条約（POPs 条約）第 11 回締約国会議

（COP11）で附属書 A（廃絶）に追加された「デクロランプラス」「UV-３２８」も規

制物質として化学物質管理基準に含めます。 

なお、上述化学物質管理基準とは別に、当社の特定顧客グリーン調達に対応する場合

があります。その場合は、各取引先様に個別に連絡致します。 

 

【欧州RoHS指令】 

RoHSとは、「Restriction of the use of certain Hazardous Substances in 

electrical and electronic equipment」の略称。EU(欧州連合）の電気・電子機器に

おける特定有害物質の使用制限に関する法律。2003年2月13日告示され、2006年7月1

日施行。2013年1月3日からは大幅に改正されたRoSHⅡ指令に移行。 
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/PDF/?uri=CELEX:32015L0863&rid=1 

 

【欧州RoHSⅡ指令で使用制限される有害物質】 

 RoHSⅡ指令の対象物質 略号 最大 

許容濃度 

主な用途 

① カドミウム Cd 0.01wt% 顔料、めっき、蛍光材料、蓄電池 

② 鉛 Pb 0.1wt% はんだ、合金成分、蓄電池 

③ 水銀 Hg 0.1wt% 蛍光灯、体温計 

④ 六価クロム Cr+6 0.1wt% めっき、酸化剤 

⑤ ポリ臭化ビフェニル PBB 0.1wt% 自動車用塗料、難燃剤 

⑥ ポリ臭化ジフェニルエーテル PBDE 0.1wt% 難燃剤 

⑦ フタル酸ジエチルへキシル DEHP 0.1wt% 可塑剤 

⑧ フタル酸ジプチル DBP 0.1wt% 可塑剤、接着剤、セロハン、塗料 

⑨ フタル酸プチルベンジル BBP 0.1wt% 可塑剤 

⑩ フタル酸ジイソプチル DIBP 0.1wt% 可塑剤 

 

【POPs（Persistent Organic Pollutants）条約】 

   POPs条約とは、残留性有機汚染物質を禁止もしくは制限する条約。 

2004年5月17日に発効され、2022年7月現在、日本を含む185ヶ国が批准している。 

条約の決定事項は、各批准国が自国の法律で実施しなければならない。 

 

   【POPs条約第11回締約国会議（COP11）で附属書A（廃絶）へ追加された物質】 

 物質名 CAS番号 主な規制内容 主な用途 

① 

 

 

デクロランプラス 13560-89-9 製造・使用等の禁止 

 

難燃剤 

デクロランプラス シス型異性体 135821-03-3 

デクロランプラス アンチ型異性体 135821-74-8 

② UV-328 25973-55-1 製造・使用等の禁止 紫外線吸収剤 
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    ※CAS 番号（CAS registry number）： 

    アメリカ化学会(American Chemical Society, ACS) が発行する Chemical 

Abstracts 誌で使用される化学物質を特定するための番号 

  ※POPs 条約第 11 回締約国会議の結果の概要 経済産業省 2023 年 5月 16日付 

   https://www.meti.go.jp/press/2023/05/20230516001/20230516001-1.pdf 

 

（２）含有化学物質情報の入手・確認 

当社の化学物質管理基準に適合していることを確認するため、必要に応じ、当社への

納入物品が RoHS 指令規制物質非含有である旨の「製品・部材に含まれる有害化学物

質の不使用証明書」（添付資料４）を提出頂きます。特に、当社顧客のワークが接触

する箇所に使用される材料・部品については重点管理の対象とします。但し、取引先

様からの申請に基づき、対象材料・部品を化学物質管理基準の適用除外とする場合が

あります。 

 

【含有化学物質情報の入手時期（適用除外有り）】 

 入手時期 

① 新規資材調達のため、図面、仕様書を取り交わす時 

② 当社もしくは取引先様で仕様を変更する時 

③ 化学物質管理基準が改訂になり、当社より調査依頼を行う時 

 

５．付則 

（１）ご提供頂く情報で取引先様のノウハウ・機密事項に関する内容があれば、その旨を明示くだ

さい。 

（２）ご提出頂いた記入結果やその他の資料は、当社内で使用し、取引先様のノウハウ・機密事

項情報に関して互いに取り決めた場合を除き、あるいは公的機関から提出を求められた場

合を除き、外部に公表することはありません。 

（３）本基準は欧州RoHS指令及びPOPs条約に準拠しています。欧州RoHS指令及びPOPs条約の

改正等、社会状況の変化に応じて改訂します。 

（４）本基準は予告なく改訂する場合があります。最新の基準は、当社ホームページを参照

願います。 

（５）法令などの変更や顧客要求に応じてフォーマットを別途指定し調査することがありますので、

ご協力お願い致します。 
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改訂履歴 

No. 改訂年月日 改訂内容 

第１版 2023年3月20日 初版制定 

第２版 2024年3月1日 2023年5月開催のストックホルム条約第11回締約国会議（COP11）で附

属書A（廃絶）に追加されることが決定した「デクロランプラス」「UV-３２

８」を規制物質として追加する。 
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